
有限会社産廃の最終処分場に係る地域の概要 

１ 申請の概要 

（１） 申請者 住所 北海道石狩市北生振 723 番地１ 

         名称 有限会社産廃 代表取締役 工藤 健一 

 （２）申請年月日 令和６年（2024 年）７月１日 

 （３）施設の設置場所 北海道石狩市北生振 723 番１、723 番 45、726 番 38、726番 45、726 

            番 68 

 （４）施設の種類 施行令第７条第 14 号ロ 安定型最終処分場 

 （５）処理する産業廃棄物の種類 

    廃プラスチック類（ただし、自動車等破砕物（自動車（原動機付自転車を含む。）若し 

くは電気機械器具又はこれらのものの一部（自動車の窓ガラス、自動車のバンパー（プラ

スチック又は金属から成る部分に限る。）及び自動車のタイヤを除く。）の破砕に伴って生

じたものをいう。以下同じ。）、廃プリント配線板（鉛を含むはんだが使用されているもの

に限る。以下同じ。）、廃容器包装（固形状又は液状の物の容器又は包装であって、不要物

であるもの（有害物質又は有機性の物質が付着又は混入しているもの。）以下同じ。）及び

水銀使用製品産業廃棄物であるものを除く。）、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物、廃

プリント配線板、鉛蓄電池の電極であって不要物であるもの、鉛製の管又は板であって不

要物であるもの、廃容器包装及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを除く。）、ガラスく

ず、コンクリートくず及び陶磁器くず（自動車等破砕物、廃ブラウン管（側面部）、廃石

膏ボード、廃容器包装及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを除く。）、がれき類。以

上、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。 

 （６）施設の処理方式 陸上埋立 

 （７）施設の処理能力 面積 １０，１７６㎡ 容量 ４０，７３０㎥ 

 

２ 申請地周辺の状況 

 （１）地勢 

    地目は原野で周囲の現況も原野である。また、当該申請地は都市計画法に該当する場合

があり、申請地に建築物を建設する場合は建築基準法に該当する。 

 （２）住宅の存在 

    申請地周辺 500ｍ以内に人家はない。最寄りの人家は申請地北西方向１ｋｍ以内に位置

する。 

 （３）生活環境の状況（利水状況など） 

    予定地周辺に水道水源はなく、最も近い水道水源は予定地から北東に約 18ｋｍ離れた

当別ダムである。また予定地周辺 500ｍ以内の範囲において、地下水利用者はいない。 

    全ての廃棄物運搬車両は国道 337 号からのアクセスを基本とし、市道北生振 14線を経

由し、市道美登位北３号線沿いの計量所で計量を行った後、市道北生振 11線、市道北生

振北５号線を経て設置場所に搬入する。 



３ 当該地域における廃棄物処理状況 

 （１）周辺の処理施設 

    申請地から２ｋｍ程度離れた位置に他業者の安定型最終処分場が設置され、その最終処

分場に隣地する場所に申請者の別法人が所有しているトラックスケールを使用する。 

 （２）廃棄物処理の動向 

    石狩市内に現在稼働中の安定型最終処分場は１箇所設置され、管理型最終処分場や安定

型及び管理型最終処分場は存在しない。 

 

４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

 （１）縦覧期間 

    令和６年（2024 年）９月２日（月）から 10 月２日（水）まで 

 （２）市町村長の意見 

    令和６年（2024 年）10 月 16 日（水）まで 

 （３）利害関係者の意見 

    令和６年（2024 年）10 月 16 日（水）まで 

 

５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

 （１）廃棄物処理業の許可取得状況 

    有限会社産廃は産業廃棄物処理業許可業者ではないことから、取得している処理業の許

可や不利益処分はない。 

 （２）申請者への立入検査 

    令和２年（2020 年）11 月 25 日に設置予定場所の現地調査を実施し、申請書記載どおり

の現況であることを確認した。 

 

６ その他 

 （１）関係市町村との協議状況 

    令和２年（2020 年）12 月７日、石狩市役所と地域への理解や維持管理、都市計画法及

び建築基準法について協議した経緯がある。 

 

 


